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グローバル化に対応した附属小型ESDカリキュラムの開発研究
一世界遺産学習「宮島」の開発を通して－

1 .はじめに

昨年度，附属小学校で、は，グローバル化に対応した

教育実践を行うため， ESDカリキュラムと英語科カ

リキュラムの創造を学校独自の特色として示した(1）。

この中で， ESDカリキュラムに関しては，カリ

キュラムの教科内容に関して実証的検証が不十分なま

ま，教科横断的にカリキュラムが構成されていたた

め， 目標と内容相互の関連と内容面の段階性が不明確

であることが課題で、あった。

そこで，本研究では，これまでに策定した附属小型

ESDカリキュラムの充実を図るために，世界遺産学

習に焦点を当て，「宮島」を事例とする教材開発と授

業実践を行い，実証的にカリキュラムを検証 ・改善を

図り，本校のESDカリキュラムの有効性を高めるこ

とを目的とする。

所期の目的を達成する為，次の手順に基づき研究を

行う。
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① ESD概念と世界遺産学習との関連の明確化

② 世界遺産「宮島」の教材開発

③ 世界遺産学習の実践

④ 実践的検証に基づく，附属小型ESDカリキュ

ラムの改善

⑤ 関連学会における研究成果の発表

2. ESDの研究的課題

ESDは，「持続可能な社会の構築」を目指す方向概

念であるω。価値多元化社会といった教育の目指す方

向性が揺らいでいる現代において，教育は何を目指し

て為されるべきか，そのことを説明する枠組みである

と言い換えることもできる。実際，「持続可能な社会

の構築Jといった文言は，ヨハネスブルグ・サミット

(2002）以降の「持続可能な開発のための教育」や教

育振興基本計画（2008）の「持続発展教育Jといった

文言に比べ， ESDの理念を具体

的に示したものであり，「持続可

能な社会の構築」に適う人材を育

成する為に教育はなされるといっ

た方向性は，誰もがその意義に共

感できることであろう。しかし，

そのような方向概念が，具体的な

学習レベルにおいて，様々な立場

からその目標，内容，方法に関し

て検討されることで，概念が多様

に拡充し，昨今は，何をやっても

ESDといった，包括的で暖昧な

教育として捉えられてきたのでは

ないだろうか（九 このことは，次

の二点の問題点を有する。

表 1 附属小型ESDカリキュラム 第一は， ESDの教育としての

Yasushi Matsuoka, You Saeki, Masanori Shida, Toshinori Nakamaru, Yoshimichi Yui, and Satoshi Higuchi: 

Improvement of the Education for Sustainable Development curriculum in Hiroshima University’s attached 

elementary school for globalization: Focusing on the Miyajima World Heritage Site. 
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独 自性が明確 にな らないことである。ESDの 教育理

念 が矮小化 され,例 えば参加体験型の活動であれば

ESDで あると曲解 され,結 局,這 い回る学習 に陥 る

可能性があることである。第二は,教 科等の役割が明

確 にならないことである。ESDが 学際的な取 り組み

であったとしても,各 教科において,そ の理念をどの

ように生かすのか共通理解がない限 り,ESDの 意義

を示すことは難 しいであろう。

　以上の問題意識に基づき,特 に世界遺産教育に焦点

を絞って検討 したい。世界遺産教育は,こ れまでユニ

セフにより新 しい教育理念 として示 された ものであ

り,こ の教育が,ESDの コンテンツ として位置つ く

ことで,ど のよ うに学習す ることがESDの 理念に適

うことになるのか明らかにす ることが,そ の独 自性を

示 す ことにつ ながる と考 えるか らで ある。また,

ESDを 方向概念 として捉 えた時,社 会科教育におけ

るESDは,社 会科の究極 目標である公民的資質を説

明す る枠組みとして位置つく。つま り,公 民的資質を

より具体的な持続可能な社会構築の担い手としての資

質 と捉 え直す ことができるのである。更 に言 えば,

ESDを 目指す社会科教育における学習内容は,持 続

可能な社会形成を阻害す る社会問題や持続可能な社会

を可能にした地理的 ・歴史的事象等が対象 となること

も指摘できるであろう。そこで,本 研究では,世 界遺

産 「宮島」を事例に,小 学校社会科における世界遺産

学習のESD的 意義 を実証的に明 らかに し,カ リキュ

ラム構成につなげたい。最初 に,ESDと 世界遺産教

育との関連について整理 しておこう。

3.ESDと 世界遺産教育

　 ESDと 世 界遺産 教育 に は,ど の よ うな 関係 にあ る

の か④。 ユネ ス コにお け る世界 遺産 教育 が始 ま るの

は,1994年 と され る(5)。この年,「 世界遺 産の保存 と

促進 への若者 たちの参加 」 といったパイ ロッ ト・プ ロ

ジ ェク トが始ま り,「 ユネ ス コ協 同学校 」 に参加校 に

おいて世界遺産 について学習す る機 会が設 けられた。

翌年 には,こ のプ ロジ ェク トの活動 の一つであ る世 界

遺 産青少年 フォー ラムが,ノ ル ウェーで開催 され,世

界各地か ら集 まった 「ユネス コ協同学校 」の教員 ・生

徒 に世界遺 産に関す る経 験や 学習成果 を交流 す る機 会

が提供 され,以 降,大 阪,ロ シア等で国際 フォー ラム

が開催 され ることとなった。 そ して,世 界遺 産青少年

フォー ラムの提案 を受 け,教 師用教材 『若者 の手にあ

る世界遺 産』が1998年 に出版 された。 この教材 では,

世界遺産教 育の総合 的 ・学際的な観 点か ら,具 体的な

教育手法 として,討 議,調 査,実 習,視 覚授 業,世 界

遺産現地見学,ロ ールプ レイが提唱 され,生 徒の主体

的 な学習関与 を尊重す る方針 が貫かれてい る。また,

テーマ として世界遺産条約,ア イデ ンテ ィテ ィー,観

光,環 境,平 和文化が示 され,世 界遺産その もの を学

ぶだ けでな く,世 界遺産の持続性の観点か ら,観 光 ・

環境 ・平和 と世界遺産の関係性 を多角的 に学習す るこ

とになってい る。 このよ うな教材 は,1999年 には130

か 国,約700の ユネ ス コ協 同学校 に配布 され,世 界 中

で活用 されてい るので ある。

　以上,ユ ネス コの世界遺産教育 について概観 して き

た が,2005年 に世 界遺 産教 育 は,ESDの コ ンテ ンツ

として位 置つ くこ ととなる。

　 2002年 の国連総会 において,2005年 か ら2014年 まで

の10年 間を 「国連持続可能な発展 のための教育(ESD)

の10年 」 とす るこ とが決議 され,世 界遺産教育や環境

教育 が,ESDの 概 念 図の 中 に位 置づ け られ た。 その

理 由 と して,ESDの 実践 には,2つ の観点 が必要 で

あ り,一 点 目は,人 格の発達や,自 律心,判 断力,責

任感 な どの人間性 を育む こ と,も う一点は,他 人 との

関係 性,社 会 との 関係性,自 然環境 との関係 性 を認 識

し,「 関わ り」 「つ なが り」 を尊重で きる個人 を育む こ

とで あると し,そ のた めには,環 境教育,国 際理解 教

育等の持続 可能な発展 に関わ る諸問題 に対応す る個別

の分野 にと どま らず,環 境,経 済,社 会の各側面か ら

学 際的 かっ総合 的 に取 り込む こ とが重 要で あ る と し

た。つま り,関 連す る様々な分野 を 「持続可能な社会

の構築」の観 点か らつ なげ,総 合的 に取 り組む ことが

大事だ としたので ある。 これ らか ら検討す ると,持 続

可能な構築 に関わ る諸問題の一つの分野 として,世 界

遺産の問題 が と りあげ られた と見 なす こ とがで きる。

　 この こと と関連 して,田 淵 は,「 多 くの世界遺 産 は

「持続性 の証 明」で あ り,「 幸運 に も残 った 」 もので

ある。そのか けが えの なさを確 認 させ る必要が ある」

と指摘 し(6),世 界遺 産 教 育 とESDの 共通 点 として,

「何世代 にもわた って保 護 されて きた世界遺産は,現

世代の人々だ けの もので はな く,次 世代の人々 にバ ト

ンタッチ しな けれ ばな らない とい う認識で も共通 して

い る。」(7)と持続 性 といった観 点か らそれ らの共通 点

を指摘 してい る。

　 した がって,ESDと しての世 界遺産 学習 は,文 化

遺 産,自 然遺 産 に 関 して言 えば,「 持 続 性 」 が キー

ワー ドであ り,そ の よ うな世 界遺産 の社 会的意 味は,

「持続性」 を実際 に証明す る社会事象 として意義づ け

ることがで きるで あろ う。更 に,社 会科授業 において

は,こ の よ うな 「持続性」 を可能 に した世界遺産が存

在す る社会が学習対象 とな る。実際,世 界遺産が維持

されて きたの は,そ れ を可能 に した社会が存在 したか
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らであ り,今 後,社 会の 中で維持 ・継承 され なけれ ば

な らない遺跡 なのであ る。

　 した が って,社 会 科授 業 に おい て は,「 世界 遺 産

は,ど の よ うに維持 されて きたのか」 また,「 なぜ,

維持 できたのか」,そ して,「 これか ら世界遺 産は,ど

の よ うに して維持 されなけれ ばな らないのか」 といっ

た世界遺産 の 「持続性 」を可能 に した社 会の仕組 み と

「持続性 」の継 承 を可能にす る社会 の仕組 みを追究す

ることが求め られ るのであ る。 そ して,こ の ことが,

社 会科 にお い て世 界遺 産学 習 を学習す るESD的 意 義

で あ り,言 い換 えれ ば,世 界遺 産教育 がESDに 位 置

つ くこ とで,世 界遺 産学 習 を通 して 「持続 可 能 な社

会」の仕組 みを学習す る可能性 を高めた ことを指摘 し

てお こ う。 では,世 界遺 産 「宮島」には,ど の よ うな

「持続性 」を可能に した社会 の仕組 みが存在 したので

あ ろ うか。

4.世 界遺 産 「宮島」の仕組み

(1)世 界遺産 「宮島」の概 要(8)

　 世界遺産 「宮 島」 の正式 な名称 は 「厳 島」(国 土地

理 院管轄)で あ り,世 界遺産には,厳 島神社 と周辺 の

建 造物群,こ れ らと一体 となってい る前面の海,背 後

の弥生原始林 を含 む森林 地域 が登録 され てい る。 古代

か ら島その ものが 自然崇 拝の対象 だった とされ,信 仰

上の理由か ら人 間活 動がほ とん ど加 え られて こなかっ

た こともあって,日 本 古来の 自然 の姿が良 く残 され て

い る。

　厳 島の代 表的建造 物で ある厳 島神社 は,593年 佐 伯

鞍職 に よ り創建 され,1168年 に平清盛 に よって今 の形

に造営 され た。 平安 時代 末期 以降は厳 島神社 の影響 力

の強 さや海 上交通の拠点 としての重要性 か らたびたび

歴 史の表舞 台に登場 してい る。 しか し,た びたび火 災

や 高潮,台 風,土 石 流な どの被 害 を受 けたが,そ のつ

ど鎌 倉幕府や 室町幕府 の庇護 を受 け復 興 し,現 在 の本

社本殿 は1571年 に毛利 元就 に よ り再建 された もの とさ

れ る。

　 江 戸時代 中期 頃 か ら,日 本屈 指 の観 光 地 として 栄

え,現 在 で は人 口1800人 余 りの島 に国 内外 か ら年 間

300万 人 を超 え る参 拝 客 及 び観 光 客 が訪 れ て い る。

2011年 に は,世 界最 大 の旅行 クチ コ ミサ イ ト 「Trip

Advisor(R)」 の 日本法人 ・トリップア ドバイ ザー(9)が

「外 国人に人気 の 日本 の観 光スポ ッ ト」 トップ20の 第

1位 と発表 し,原 爆 ドーム と並んで広 島県の代表的な

観 光地の一つ となってい る。

(2)世 界遺産 の選 定基 準

　厳 島神社 が世 界遺 産(文 化遺 産)と して登録 され る

には,登 録 基準(1０)(文 化 遺産 は6項 目)の うち1つ

以上満たす必要が ある。厳島神 社 は4項 目の価値基準

を満 たす と され た。 それ らの選定理 由は次 の よ うに

な ってい る(ll)。

1.嚴 島神社は12世 紀に時の権力者である平清盛の造

　営によって現在み られる壮麗な社殿群の基本が形成

　されま した。この社殿群の構成は,平 安時代の寝殿

　造 りの様式を取 り入れた優れた建築景観をな してい

　ます。また,海 上 に立地 し,背 景の山容 と一体 と

　なった景観は他に比類がなく,平 清盛の卓越 した発

　想によるものであり,彼 の業績を示す平安時代の代

　表的な資産のひ とつです。価値基準(1)

2.嚴 島神社の社殿群は,自 然を崇拝 して山な どを御

　神体 として祀 り,遥 拝所をその麓に設置 した 日本に

　おける社殿建築の発展の一般的な形式のひ とつで

　す。周囲の環境 と一体となった建造物群の景観は,

　その後の 日本人の美意識の一基準 となった作品であ

　 り,日 本に現存する社殿群の中でも唯一無二のもの

　で,日 本人の精神文化を理解する上で重要な資産 と

　なっています。価値基準(2)

3.　 日本に現存する社殿建築の中でも造営当時の様式

　をよく残 し,鎌 倉時代に建築された数少ない建造物

　 となっています。度重なる再建にもかかわ らず,平

　安時代創建当初の建造物の面影を現在に伝える希有

　な例です。また,平 安時代の寝殿造の様式を山と海

　 との境界を利用 して実現させた点で個性的で,古 い

　形態の社殿群を知る上で重要な見本です。価値基準

　 (4)

4.嚴 島神社は,日 本の風土に根ざした宗教である神

　道の施設であり,仏 教との混交 と分離の歴史を示す

　文化資産 として,日 本の宗教的空間の特質を理解す

　る上で重要な根拠 となるものです。価値基準(6)

　世界遺産の価値基準 と選定理由に基づけば,厳 島神

社は,造 営当時の寝殿造 り様式を残 し,海 上に立地

し,背 景の山と一体 となった景観が今 日まで維持され

てきたことが,世 界遺産選出の大きな理由であること

が指摘できよう。

(3)世 界遺産 「宮島」の仕組み

　厳島神社 とその周 りの自然は,ど のようにして今 日

まで維持 されてきたのであろ うか。 このことに関 し

て,長 谷川は,「世界遺産の持続可能性 は,遺 産の保

存,住 民等の関係者の福利,世 界遺産に係る経済活動

(観光等)の 三っの調和の上に成 り立っている」と指

摘 し,世 界遺産の持続可能性のために必要な観点を示

している(12)。これ らの観点は,宮 島に当てはめるな
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ら,宮 島の 自然 と一体 となった景観 の保 存,宮 島島民

の福利,宮 島の景観 を維 持でき る観 光等の経 済的な裏

付 け と解釈 す る こ とがで き よ う。 そ こで,本 研 究 で

は,「 観 光」 を視 点に世界遺 産 「宮 島」が維持 され て

きた仕組 みを明 らかに しておきたい。

　観 光地の立地に関 して,新 たな観 点 を示 したのは小

松 原 であ る(13)。小松 原 は ウエバ ー の工業立 地論 に基

づ き,観 光資源,サ ー ビス,交 通の3要 素か らな る観

光地の立地条件 を示 した。

図1　 観光地の立地条件

　 つま り,こ の3要 素が揃 ってい ることが,宮 島が観

光地 として成 立す る条件 とな る。 そ こで,其 々の要素

に 関 して観 光 の点 か ら検討 す ると,次 の よ うに な る

(14)
。

　 交通の面では,宮 島は長い間,神 聖な島 として人 が

住 む ことも許 されなかったが,中 世にな ると厳 島神社

に仕 え る人 たちが住 む よ うにな る。 そ して,江 戸時代

には参拝 客が多 く訪 れ,観 光地 として賑 わってい く。

この よ うな観 光客 を,対 岸 の廿 日市や 地御 前か ら宮島

まで運ぶために,渡 海船 や番船 が就航 し,渡 船業者 が

定期 的に観 光客を運 んでいた とされ る。 その後,明 治

に入 ると10数 隻 の渡海船 が,1894年 には蒸気 船が就航

した ことが確認 で きる。 そ して,1897年 には,現 在 の

宮島航 路が確 立 し,宮 島駅ができた ことに よ り,鉄 道

と船 に よるが輸 送 が可能 とな った。 現在,JRに よ る

フ ェ リー と広 島電鉄(私 電)に よる フェ リー が就航

し,そ の他,原 爆 ドームや市内のホテル か ら宮島をっ

な ぐ定期便 が就航 してい る。 これ らの ことか ら,江 戸

時代 以降,時 代 に応 じて交通機 関が発 達 し,観 光客の

ニー ズ に応 じて利 便性 を高 めてい る こ とが指 摘で き

る。

　 サー ビスの面では,江 戸初期 頃,大 根屋(現 宮島 グ

ラン ドホテル 有 も と(15))が 開業 し,徐 々 に宿 泊施設

が整備 され,現 在,宮 島には約25の 旅館 ・ホテル が整

備 されてい る。 また,宮 島独 自のお土産 として,江 戸

時代 には色楊子,杓 子(し ゃ も じ)が 提供 され,明 治

時代 に入 る と,伊 藤博文のエ ピソー ドか らもみ じ饅頭

が考案 されてい る。つま り,サ ー ビスの面か らは,時

代の移 り変わ りに応 じて宿泊施設が整備 され,そ の土

地特 有 のお土 産 が生み 出 され てい るこ とが指 摘 で き

る。

　観 光資源 の面で は,宮 島の代表的な建物で ある厳島

神社は,1571年 に毛利元就 によ り再建 されて以降,幾

度 ともな く台風等の 自然災害 によって倒 壊 ・浸水の被

害 を被 ってい る。 しか し,そ の度 に卓越 した修復技術

と建造の工夫(海 水の圧力 を弱 める床板の隙間,回 廊

が壊れ るこ とで本殿 を守 る構造等)に よって,同 様の

景観 を維持 してい る。また,周 りの 自然は,信 仰上の

理 由か ら人間活動がで きなか った(伐 採の禁止,耕 作

の禁止等)こ とによ り維持 されてい る。つま り,観 光

資源 の面か らは,厳 島神 社 とその周 りの 自然 は,建 造

の工夫 と信仰上の理 由か ら維持 されて きた ことが指摘

で きる。

　以 上,3点 の観光 地 と しての側 面 が,江 戸 時代 以

降,世 界遺産 「宮 島」が維持 されて きた理 由で ある と

言 えるで あろ う。そ して,そ の前提 として,地 理的 に

陸 とは隔離 された 島で あった こ と,神 聖な 島と しての

風習が今 も残 り,神 域 として大事 にされた こと等が要

因 として挙げ られ る。

　 したがって,「 宮島」 の 「持続性 」は,観 光 地で あ

り続 けた観 光地の仕組みが存在 した こ とが大 きな要因

の一つで ある。で は,こ の よ うな社会の仕組み を読み

解 く社会科授業は どの よ うに構 成すれ ばよいので あろ

うか。

5.世 界遺産 「宮島」の単元構成原理

(1)単 元構成の視点

　世界遺産 「宮島」の 「持続性」を明 らかにするため

に,観 光地の仕組みを読み解くには,そ の 「持続性」

を可能にした社会の仕組み と 「持続性」の継承を可能

にす る社会の仕組みを追究す る単元構成 が求められ

る。そこで,次 の視点に基づき単元を構成 していく。

〈単元構成の視点〉

・「持続性」を可能にした地域社会の仕組みを多面的

　に認識させるために,歴 史 ・自然 ・風習 ・交通等の

　視点に着 目させ,子 どもたち自身で調査活動を行

　い,世 界遺産 「宮島」の観光地 としての仕組みを読

　み解かせる。

・世界遺産 「宮島」の観光地としての仕組みの多面的

　な認識 に基づ き,観 光地 としての条件 と価値を考

　え,持 続可能な宮島の観光に関 して,子 どもたち自
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身が問題意識 を高め,評 価 させ る。

・「持続性 」の継承 のた めに ,今 後 の宮 島の観光地 と

しての課題 を明 らかに した上で,具 体的な改善プ ラ

ンを考 え,表 現 させ る。

　以上の単元構成の視点に基づき,単 元構成は次の5

場面に分けることができる。

　最初は,世 界遺産 「宮島」に対す る問題意識を高め

る①問題設定場面である。次は,歴 史 ・自然 ・風習 ・

交通等の視点から世界遺産 「宮島」の仕組みを調査 さ

せ る②構造追究場面である。そ して,世 界遺産"宮

島"の 観光地としての仕組みを読み解かせ る③構造分

析場面を位置づ ける。 また,こ れ らの認識 に基づい

て,④ 解釈構築場面において,こ れからの宮島観光に

ついて具体的な改善プランを形成 させ る。そして,最

後にその改善プランについて話 し合 う⑤解釈吟味場面

を位置づける。

(2)単 元の構成内容

　①問題設定場面

　　地元の子どもたちにとって,宮 島は身近な存在で

　ある。 しかし,多 くの子どもが 「厳島神社や新 しい

　水族館がある。世界遺産で,赤 い鳥居があ り,周 り

　に鹿が多い」等の表面的な理解に留まっている。最

　初に,子 どもたちに宮島に行った経験や体験からの

　イメージを交流 させた上で,そ の他の 日本の観光地

　について質問する。すると,デ ィズニーラン ドや京

　都の金閣寺,姫 路城や沖縄等を答 えるであろう。次

　に,「 日本 にはたくさん観光地があるけ ど,外 国人

　にとって宮島は日本の観光地で何位だと思 う。」と

　問 うと,「世界遺産だけど,多 分,京 都や沖縄の方

　が有名だから,10位 ぐらいかな」と予想するであろ

　 う。そこで,宮 島は,外 国観光客が行きたい 日本の

　観光地の1位 であることを知 らせた上で,「 なぜ,

　外国人は宮島に来たがるのだろうか。」 と学習問題

　 を成立させ,予 想 させ る。

　②構造追究場面

　　子どもたちの予想 を整理 し,自 然 ・歴史 ・建物 ・

　風習(食 べ物)・交通などに分類 した上で,其 々の

　視点に関して宮島の魅力のひみつを調べる調査活動

　 を行わせ る。資料やWebで は解決できない内容につ

　いては,実 際に宮島に行き,厳 島神社のつくりを調

　べた り,宮 島のお店の方や厳島神社の神主さんに聞

　 き取った りす る活動を行い,其 々の視点ごとにまと

　めさせる。 自然に関 しては,「信仰上の理由から人

　間の活動が制限された為,弥 山の原始林,ミ ミズバ

　イ等自然の特色とシカ,サ ル,ミ ヤジマ トンボ等の

　生物の特色があること」,歴史に関しては,「厳島神

社が593年 に佐伯鞍職により創建 され,1168年 に平

　清盛によって今の形に造営され,神 聖な島として多

　くの観光客が訪れていること」,建物(厳 島神社)

　に関しては,「 幾度の災害(火 災 ・台風等)に 遭い

　ながら,建 て方の工夫等で再建 されていること」,

　風習に関 しては,「 島全体が神域だったために,信

　仰上の理由か ら,耕 作 ・機織 りの禁止,葬 式 と墓の

　禁止,出 産が禁止 されていたこと」,交通に関して

　は,「当初,帆 船等を利用 してお り,宮 島と本島は

　300mし か離れていない部分があること」等のこと

　が調査されることが予想される。そこで,調 べて分

　かったことを発表 し,交 流 し,宮 島に対する基本的

　な情報を獲得させる。次に,宮 島が世界遺産である

　理由を調べたことか ら考えさせ,造 られた当時の姿

　を残 し,海 上に立地 し,背 景の山と一体 となった景

　観が維持されていることをま とめた上で,宮 島が外

　国人をひきつける魅力について意見交流する。

　③構造分析場面

　　最初に,宮 島の魅力について発表 した後,江 戸時

　代か ら神社を中心 とした観光地であったことを確認

　 した上で,「 なぜ,宮 島は,長 い間,観 光地であ り

続けることができたのか」と学習問題 を示す。江戸

　時代の宮島の様子を描いた絵図を提示 し,絵 図に描

　かれている内容を調べ発表させる。この絵図では,

　今と変わ らない厳島神社 と共に武士や町人等が行き

　交い,船 着き場やお土産屋な どが描かれ,観 光地 と

　 して賑やかな様子を示 している。この絵図か ら,江

　戸時代 と現在の観光地 としての仕組みを,観 光資

　源,サ ービス,交 通の視点か ら意見交流 しなが ら板

　書にま とめていく。そ して,観 光地であり続けた理

　由を子 どもなりにま とめさせる。

　次に 「この3つ の中で一番大切なものは何だ と思い

ますか」と問い,観 光地として各 々の視点の価値づけ

を行った上で,「 宮島はこれか ら先 も外国人が一番行

きたい と思 う観光地であり続けることができますか」

と 「持続性」について考えさせる。

　④解釈構築場面

　　最初に宮島が観光地であ り続けることができるか

　 どうか意見交流 した上で,「宮島がこれか らも観光

　地であり続けるには,ど うしたらいい と思います

　か」 と問い,3つ の中で一番大切だ と思 うことを理

　由をつけて判断させ,改 善点について考えさせる。

　観光資源である 「自然と建物が一体 となった景観」

　を選んだ児童は,景 観 を維持する為にできることを

　考えるであろう。また,サ ービスを選んだ児童は,

　現在の土産物か ら,新 しい商品について考えるであ

　ろう。そ して,交 通を選んだ児童は,現 状の観光客
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数から,宮 島までの航路の問題 と広島県のアクセス

の問題について考えることが予想 され る。 これらの

案を具体的に選択 したメディアで表現させ る。

⑤解釈吟味場面

　宮島が観光地であ り続ける手立てについて具体的

な案を発表させた上で,各 々の内容について,妥 当

であるかどうか話 し合わせ る。その後,具 体的な案

をまとめ,廿 日市の役場 に提案 し,意 見をいただ

く。そして,最 後に,世 界遺産は,こ れからどのよ

うに維持 されなければならないのか,自 分自身の意

　見 を形成 させ る。

　以上の単元の展開 は表2の よ うにま とめるこ とがで

きる。

表2　 単元　世界遺産 「宮島」の指導計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *全12時 間()の 数字は時間数

次 場　面 学　習　内　容 認　識　内　容 教材 ・教具

　

)

-⊥

　
　1　く

〈導入 〉

問題設定

場面

1.宮 島に対す るイメージと他の 日本の

観光地の交流

2.外 国人が行きたい観光地調査結果の

提示による学習問題の提示と予想の設

定

○認知的不調和によ

　る学習問題の認識

・宮 島 ,姫 路 城,

デ ィズニー ラン ド

等 の観 光地の写真

・観 光地調 査結果の

グ ラフ

　

)2　

　

3　く

<展 開1>

構造追究

場面

1.予 想 の交流 に よる分類 と調 査問題の

設 定(自 然 ・歴 史 ・建物 ・風 習 ・交

通)

2.調 査活動 の実施(書 物 ・WEB・ 見

学)

3.調 査結果 の交流

○予想の分類による

　調査問題の認識

○宮島の概括的認識

・印刷 資料(宮 島本

な ど)

・Web資 料

・見学の しお り

　

)2　

　

2　く

<展 開1>

構造分析

場面

1.学 習問題の設定と絵画の読み取 り

2.観 光地の仕組みの追究

3.観 光地に関する各々の視点の価値づ

　け

○観光地の仕組みの

　多面的認識

○価値対立場面の認

　識

・絵 画資料(江 戸時

代 の宮島,櫓 船,

帆船 な ど)

・写真 資料(宮 島の

景 観,も み じ饅

頭,杓 子)

　

)3　

　

3　く

<展 開Ⅱ>

解釈構築

場面

1.観 光地の改善視 点に応 じた グループ

の設 定

2.観 光地の改善意見に基づ く,メ デ ィ

アの制 作

○思考の表現を通 し

　た認識内容の強化

○協同的学習による

　認識内容の強化

・絵 画資料 ,写 真資

料

・意 見形成 プ リン ト

　

)4　

　

3　く

〈まとめ〉

解釈吟味

場面

1.制 作 したメデ ィアの発表

2.各 々の意 見についての討 論(実 現性

の立場 か らの評価)

3.役 場 への提案

4.世 界遺 産の持続性 に対す る意 見形成

○討論 を通 した各々

　のメディアに関す

　る多様な対策の認

　識

○自らの認識内容の

　修正と知識の再構

　成

・プ ロジ ェク タ ー

・イ ン タ ビ ュー ビデ

オ

・振 り返 りシ ー ト
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6.授 業の実際

　本 開発授 業は,広 島大学附属小学校4学 年 を対象 に

実施 した。 最初 に,「 なぜ,外 国人 は宮島 に来 たが る

のだ ろ うか」 といった学習問題(問 題設 定場面)を 成

立 させ,予 想 を立 て,追 究 させ た(構 造 追究場面)。

この追究場 面の中で,書 物 と宮島への調 査活 動を実施

し,自 然 ・歴 史 ・建 物 ・風習 ・交通の視 点 ごとに,調

査 した ことをま とめ,交 流 した。

図2　 宮島見学の様子

　構造分析場面では,最 初に,宮 島の魅力についてま

とめた後,江 戸時代か ら神社を中心 とした観光地で

あった ことを押 さえ上で,「 なぜ,宮 島は,長 い間,

観光地であ り続けることができたのか」と,本 時の学

習問題を確認 させ,江 戸時代の宮島の様子を描いた絵

図(図3)を 提示した。 この絵図では,厳 島神社 と武

士や町人等が行き交い,船 着き場やお土産などが描か

れ,観 光地 として賑やかな様子 を示 してい る。(以

下,Tは,発 問,　Cは,児 童の反応)

T　 この絵画 には何が描かれてい ますか,気 づいた こ

　 とを教 えて くだ さい。

C　 厳島神 社が描かれ,回 廊 なんかが今 とよく似てい

　 る。

C　 お侍 さんや シカがい る。何か を売 るお店が ある。

C　 舟 がた くさんあ って,荷 物 があ り,マ ー クが あ

　 る。

T　 お店 はお土産屋 さんです よ。何 を売 ってい るのか

　 な。

C　 江戸時代だか ら,色 楊枝や しゃも じか な。

T　 で も,神 聖な る島だか ら木 を切 ってはい けないの

　ではないか な。

C　 本 当は駄 目だ け ど,生 活のた めには少 しの伐採 は

　許 されていた。

T　 そ うか,で は,今 有名なお土産で あるもみ じまん

　 じゅ うはいっ生まれたの。

C　 明治時代 に伊藤博文のエ ピソー ドか ら生まれた。

T　 で も,も み じまん じゅ うも しゃも じも今 も売 って

　います よね,な ぜ,ず っ と売れてい るのかな。

(し ゃも じに書かれてい る文字や もみ じまん じゅ うの

　味の工夫 に関す る話 し合い)

C　 しゃ も じは,時 代 に応 じて大 き さや文字 を工夫 し

　てい る。 もみ じまん じゅ うは,時 代 に応 じて味 を工

　夫 してい る。時代 に応 じて作 り方や味 を工夫 してい

　 るか ら続いて きた(サ ー ビス)。

T

C

T

C

この絵の船は どんな種類の船ですか。

帆船 じゃないかな。櫓船もある。

なぜ,櫓 船や帆船があるのですか。

短い距離は,櫓 船で長い距離は帆船 じゃないか

な 。

図3　 享保5年(1720年)貝 原益軒の厳島図



(フェリーと比較し,宮 島への交通手段の話し合い)

C　 時代の変化 に合わせて交通 も変わっている(交

通1。

T　 観光地であるためにほかに必要なものはないです

　か。

C　 観光 したい建物 とか自然 とか,宮 島な ら厳 島神

　社。

T

C

T

C

宮島が世界遺産に選ばれた一番大きな理由は何。

自然と建物が一体化 した景観です。

なぜ,宮 島には自然が残っているのですか。

宮島は,神 が宿 る島として自然が大切 にされ,耕

　すことができなかった。弥山は昔から変わっていな

　い。

T　 なぜ,厳 島神社は造られた当時のまま残 ることが

　できたのですか。厳島神社は海に面して弱そ うです

　よ。

C　 宮島の回廊の木 と木の問は隙間が空いていて,水

　が逃げるようになっている。

T　 それだけですか。台風が来た時の宮島の様子を見

　てみましょう。

(災害時の映像の視聴①)

T　 こんなに大きな台風が来たら,回 廊などたくさん

　のものが破壊 されていますよね。でも,災 害が来て

　も大丈夫だった ところがあ ります。 どこでしょう

　か。

図4　 映像を視聴する児童

T　 何を守ろうとしているのですか。

C　 寝殿の中心の,ご 神体がある所。

T　 つま り,本 殿が災害に遭っていないのですね。

(災害時の映像視聴②)

T　 気づいたことを教えてくだ さい。

C　 台風が来て海が高くなった り,風 が強くなった り

　した ら,回 廊な どが壊れることで,本 殿を守るよう

　に作 られている。

T　 厳島神社の建造の工夫が,厳 島神社が造営 した当

　時の面影 を残 している理由ですね(観 光資源)。

図5　 実際の授業の板書
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　最後 に,「 宮 島」の観 光地 と して の持続 性 か ら,観

光資源,サ ー ビス,交 通 の3点 を視 点 にま とめ(図

5),各 々の視 点に関 して,児 童に意見を書かせ た。

<児 童の意 見>

A:私 は宮島が観 光地であ るためには,今 の景観 を守

　 ることが大切 だ と思います。今 の景観 は,昔 の人が

　厳 島神社 の建 て方 を工夫 した り,現 在 の神 主 さん と

　かが鳥居 の下の砂 浜 をきれいに した りして守ってい

　 るか ら美 しいんだ と思います。 あま り,観 光客が増

　 えた ら汚 くな る可能性 もあ るか ら,今 よ り観 光客は

　増 えてほ しくないけ ど,宮 島に参 拝 した ら,宮 島が

　美 しくな るよ うに,ゴ ミを拾った り,掃 除 した りす

　 るエ コツアーを考 えて,宮 島の良 さを考 えて もらっ

　た らいい と思います。

B:宮 島が観 光地であ り続 け るには,景 観 を守 ること

　 も交通 も大事だ けれ ど,楽 しみがな ければ,そ の う

　 ち行 かな くな ると思います。確 かに,今,も み じ饅

　頭 は有名 だ けれ ど,広 島に来た ら何 処で も買え るの

　で,宮 島で しか買 えない新 しいお土産を考 えた らい

　い と思います。 また,宮 島歌舞伎 はあま り有名 では

　ないので,定 期 的にでき るよ うにすれ ば,も っ と,

　た くさんの人が来 ると思います。

C:観 光地であ り続 け るためには,宮 島までの交通 が

　便利 でない とあま り行 きたい気持 ちにな りませ ん。

　広 電だった ら,市 内か ら宮島まで時間がかか るし,

　外 国の人が来た くて も,広 島空港 か ら広島駅まで1

　時間以上かか るし,そ の後電車に乗 って来 るのは大

　変です。 だか ら,広 島空港か ら広 島駅 まで鉄道 がな

　い とい けない し,広 島駅か ら宮島までの直通の電車

　があればいい と思 う。

7.お わ りに

　本研究では,本 校がこれまで策定 してきたESDカ

リキュラムの改善を図るために,世 界遺産学習に焦点

づけ,世 界遺産 「宮島」を事例にした教材開発 と授業

実践を行った。ESDカ リキュラム構成に関す る成果

と課題,ま た,本 開発授業に関する成果 と課題は,次

の通 りである。

　本校のESDカ リキュラムに関しては,カ リキュラ

ム構成上,世 界遺産学習は,4学 年 に位置ついてい

た。 これは,4年 生の社会科教育内容に,地 域の伝統

産業が位置ついているからである。今回の授業実践を

通して,多 くの児童が観光地の立地条件を多様な観点

から読み解き,持 続可能な社会の仕組みについて理解

し,今 後の宮島観光の持続性について意見を形成でき

たことから,4年 生段階において世界遺産学習をカ リ

キュラム上,位 置づ けるこ とは妥 当で ある と結論づ け

た。 しか し,世 界遺 産学 習 が,本 校 のカ リキ ュラム

上,地 域 学習 と して4年 生 のみ位 置つ いて い る。 今

後,日 本各地の世界遺産,世 界の世界遺産 とい った内

容の系統 を取 り,発 達段階 に応 じたカ リキュラムの改

善 を図 るこ とが課題 となる と考 える。

　また,本 開発授業 について は,こ れまでの小学校社

会科 のESDの 実 践 は,具 体 的 に何 を どの よ うに学 習

す るのか明確 にな っていなか った。 しか し,本 研究で

は,「 持続 性 」 を キー ワー ドに,世 界遺 産 は 「持 続

性」 を実際 に証明 した社会事象で ある と規定 し,そ の

「持続性」 を可能 に した社会 を読み解 く授業構成論理

を示 し,実 証的 にその意義 を明 らか に した。つま り,

世界遺産 「宮島」 を 「観 光」 を視点 に 「持続性」 を可

能 に した仕組み を読み解 くことが,小 学校社会科 にお

けるESDと しての意義 につ な が るこ とを実 証的 に明

らか に したので ある。 この ことは,今 後,世 界遺産学

習 を開発す る上で,ESDの 学習 モデル として一石 を

投 じるもので ある と言 えよ う。

　今 後,附 属小 型ESDカ リキ ュ ラムの改善 を図 るた

めに,他 の事例 について も実践 を深 め,実 証的検証 を

図 り,小 学校段 階 にお けるESDカ リキ ュラム の可能

性 について研 究 を深 めたい と考 えてい る。

註

(1)広 島大学附属小学校 「Ⅱ.社 会の グローバル化 に
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